
（注）　右の注釈並びに英語/日本語用語の解説をご確認ください。
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ディストリクト評議会参加者手続き早見表
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ポイント： 

(1) クラブ会長と教育担当副会長は

各１票を持ち、クラブを代表する。 

従って、各クラブは、２票の投票権を

有する。 

(2) クラブ会長と教育担当副会長は、

自クラブの会員に Proxy(B) 委任状

を渡すことで、委任ができる。 

(3) ディストリクト役員は１票の投票

権を有する。また、自クラブの会長、

教育担当副会長から委任を受けるこ

とで、最大３票まで投票権を有するこ

とができる。 

(4) クラブ会長、教育担当副会長を含

め、ディストリクト役員以外の全ての

会員は、委任を受けることで、最大２

票までの投票権を有することができ

る。 
 

基本用語： 

Credential(A)＆（C）＝信任状 （投票

権のある代表であることを証明する

文書。） 

Proxy(B)＝委任状（クラブ代表の代

理であることを示す文書） 

Ballot＝評議会での議決用投票用紙

（１枚が1票） 

自分のサイン入り

Credential（A）を持

参で  

  １票獲得 

VPEのサイン入り

Proxy（B）を持参で、
追加の 

  １票獲得 

Proxy（B）にサインし、評議会に出席する、

クラブVPE、またはその他の自クラブ会員
に渡し、委任を行う。 
 

自分のサイン入り

Credential（A）を持

参で  

 １票獲得 

会長のサイン入り

Proxy（B） を持参
で、追加の 

  １票獲得 

所属する一つのクラブの会長、またはVPEのサイン入りProxy（B）あるいは双方のProxy
（B）を持参で、評議会に出席し討議への参加が可能。 

 Proxy（B）の枚数と同数の票を獲得 
最大で合計２票まで  

自分のサイン入り

Credential（C）を持

参で  

   １票獲得 

所属する一クラブの会長、またはVPEのサイン入りProxy（B）

あるいは双方のProxy（B）を持参し、 

 Proxy(B) の枚数と同数の票を獲得 
最大で自分の票も含め合計3票まで 

Proxy（B）にサインし、評議会に出席す

る、クラブ会長、またはその他の自クラ

ブ会員に渡し、委任を行う。 

投票権の他の人への委任はできない。 


